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0。 は じ め に

本稿は、拙稿1一海外における待遇表現教育の問題点一台湾での研修会における 「事前課

題」分析(1)一 」(『紀要』15号 ・2002・ 早稲田大学日本語研究教育センター)、 「海外 に

おける待遇表現教育の問題点一台湾での研修会における 「事前課題」分析(2)一 」(『講座

日本語教育』第38分 冊 ・2002・ 早稲田大学 日木語研究教育セ ンター〉および 「海外 にお

ける待遇表現教育の間題点一台湾での研修会 における 「事前課題」分析 〔3)一」(『紀要』

16号 ・2003・ 早稲田大学 日本語研究教育セ ンター)の 「番外編」である。「番外編」で

ある理由は、前3編 が研修会1参加教師のうち、日本語非母語話者である台湾人教師によ

る 「事前課題」の記述内容を分析 した論文だったのに対 し、本稿は同 じ研修会に参加 した

日本人教師の記述内容を取 り扱 うものだからである・同研修会に参加 した目本語母語話者

の日本人教師は、あまり多くなく、3会 場合わせて総計10名(男 性6名 ・女性4名/高 雄

7名 ・台中1名 ・台北2名)で あった。そのため、台湾在住の日本人教師の意見が広 くデ

ータの中に現われているとは言いがたい。そこで、本稿を、前3編 の続編とはせずに 「番

外編」とした次第である。

前3編 では、「事前課題」の記述内容を、本稿の筆者の判断で 「1,日 本語の待遇表現に

関する話題」「2.台湾人学習者の日本語待遇表現使用 ・意識に関する話題」「3.待 遇表現

指導上の問題に関する話題」 と分けて章立て し、さらに各章の中を、それぞれ2～4の 小

節に分類 して議論 した。本稿では、デー タの量が さほ ど多 くないこともあ り、大 きな章立

てはこのままにして、内部を小節に細分類しないで議論する。それでも、前3編 と同じく、

複数の章に属する内容の問題があることは認めざるを得ない。 しか し、それらをすべて関

係ある章に入れてそのつ ど論ずるの も繰 り返 しになるので、本稿の筆者の判断のみですべ

ての記述内容を上述の1-3に 分け入れた。ただ、議論を進めるうえである程度似通った

問題 と見られる内容の ものは、ひとまとめに して取 り上げた。

また、前3編 では紙幅の関係で省略 した、本稿の筆者の、研修会参加者に対するコメン
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ト ・回 答 を、本 稿 で は一 部省 略 す る な ど して可 能 な か ぎ り収 録 した。 この コ メ ン ト ・回 答

は 、 台 湾 人 教 師 の記 述 に対 して も一 人ず つ 行 い 、研 修 会で の講 座 内 容 を決 定 す る た め の参

考 に した ば か りで な く、研 修 会 終 了 後 、主 催 者 団 体 の 「交 流 協 会 」 を通 じて 、 参 加 者 全 員

に 郵 送 ・通 信 した 。今 回 、そ の う ちの 日本 人参 加 者 に宛 て た もの を公 開 す る こ とに よ って 、

「事 前 課 題 」 の 分 析 結 果 が どの よ う に フ ィー ドバ ック され た か を読 者 の 参 考 に供 した い。

1.日 本語の待遇表現に関する話題

日本 人 講 師 の 「事 前 課 題」 に質 問 の形 で書 か れた もの の 中 で一 番 多か っ たの が 、 日本語

の 待 遇 表現 に つ い て の もの で あ る 、台 湾 人教 師 の 質 問 も、 こ の項 目に関 す る もの が もっ と

も多 か っ た 。 非 母 語 話 者 の み で な く、母 語 話 者 の 日本 語 教 師 で も、 待 遇 表 現 につ い て は

「自信 が な い」 「こん な使 い方 は問 違 い で は と思 うが 分 か らな い」 な ど とい う記 述 が 目 につ

く。 まず 、 具 体 的 な 表現 の い ちい ち につ い て は 、次 の よ うな 質 問IIが出 て い た 。

「お 疲 れ様 」 と 「ご 呂二労 様 」 の避 い は?前 者 は 目上 に使 っ て もよ い よ うだが 〔高 ・高)騨/「 一 して

お あ け1になっ て くだ さい」 とい う言 い 方 を聞 い た こ とがあ る、 非 常 に耳 障 りな のだ が 、fII∫が おか し

い の か(北 ・中/袖)/目 」=の 人 に1お 怒 りに な るの も無 理 は ご ざい ませ ん 」 と い うの は 誤 りか

(北 ・中/補)

これ ら につ い て は 、 それ ぞ れ 、 次 の よ う に回答 を した の で 、 引用 す る。

◇ 「お疲 れ様」 は同 じ労苦 を共有 した という感情の下に使 われます。海外 か ら帰 国する団体観 光

客 が、搭乗機 が成田に着 いたとたんにお互いに 「お疲れ様」 を連発 するよ うなの はこのためで

す。 したがって、一種の 「連帯 感の表明」 なの で目上の人 に使 われること もあ ります。 もちろ

ん 、目上 の人 と 「同 じ労苦 を共有 した」 ことを表現す るの が偉 られる とい う発 想 から、この表

現 は目上 に使 えない とする世代 がいるのも事実 です。一方 、「ご苦労様」 は 「連帯 感の表明」で

はな く、あ くまで も相手 の行動に対す る 「評価 とね ぎらい」 ですか ら、 しは らくは目上への使

用へ拡大す ることはなさそうです。

◇ 「～ しておあげに なって くだ さい」が耳障 リなのは、 その語形 にあ ります。オアゲニナル とい

う形 だ と動詞はアゲルですが、誰か ら誰 にアケ ルかが はっき りしない と、誰の立場で もの を言

ってい るの か分 か らない とい うことです。「表現者」 を 「自分」、「表現 の受容者」 を 「相手 」、

「相手 の行為の受容者」 を 「第三者 」とすると、この言い方では 「相手」 は 「自分」 より 「高 い」

人 だと言 えますが、～テアゲル を使 っているか らに は、「相手」 は 「第三者」 よ り 「高 い」 とい

うこ とにな って、「第三者」 と 「自分」 との関係 がわからな くなって しまい ます。「第三者」が

身内 な らは 「～ていただ けませんか」で済みます。「自分」よ りも 「相 手」 よ りも目上 な らば～

テサ シアケル を使 って 「～て さ しあげて ください」 と言 ったほ うがいいですが 、それで もアゲ

ル系 の動詞 を使 うことになるのは、「第三者」に恩恵 を与 えることを示 して しま うので、 リスク

を伴 う言 い方 です.そ れ以外 の関係の場合は、アケル系の動詞 を使わず、「～てご らんになって

は どうで しょうか」 とあ くまで 「根手 」に対 する尊敬語使用 だけで とどめ てお くのが賢 いや り

方 です。つ まり、アゲル系表現 はその ままに して別 の表現 に してみろ と言 われるとそう簡単 に
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はいかないのです。「第三者 は待遇の外 に置 く」 とい うよ うな方略 がいちばん安全 だとい うこ と

を覚 えておいて くだ さい。

◇ も し 「相手」が 「自分」よ り相 当 「高 い」人 だった ら、私の選ぶ表現 は、「お腹立 ちもごもっ と

もです」 です。も し、「お怒 り」の人が 「第三者」 で、 しかも 「相手」側の人 でなかった ら、こ

の ままでもいいの ではないで しょ うか。 ただ し、その場合 も 「相手」 が相 当 「高 い」人 だった

ら、「無理はご ざいません」 よりも 「無理 はなかろうか と存 じます」 く らいの ほうが きれいです

ね。

個 々の 具 体 的 な表 現 につ い て で は な く、 「こ ん な と きに ど うい う言 い 方 が で き るか 」 と

い う タイ プの次 の よう な質問 も多 い。

目の 前 に い る部長 に対 して社 艮 の こ とを話 すの に、 そ の社 長 をあ ま り高 め る と部 長 の不 興 を 買 う

とい う よう な こ とが あ る。 その こ とを教 え るべ きか(北 ・補1/,[呂 師 や指 導教 授 が聴 衆 の 中 に い る

とき、そ σ)先生方 の 著作 物 を どう紹 介 す るか、 口99D年 の川 口 先生o)論 文」 の よ うに言 うの か(高 ・

高 〉/大 学 で は 、 ソ トか らの 電話 に 出て ウチ の教 員 につ い て 活す と き、 自 分 よ り.光輩 の教 員 で もウ

チ 扱 い で、 呼 ぴ捨 て でい い0)か(高 ・高)■ 口上 の 人の ペ ッ トにつ い て話 す と きに 、1寧敬 語 は 使 う

の か(北 ・補1

最 初 の 質 問 は、 い わ ゆ る 「敬 語 回 避 」 に関 す る もの で あ る 。 問 題 意 識 は確 か だ が 、 例 が

よ くない の で 、 そ の ま ま学 生 に 説 明 す る と誤 解 され る恐 れ が あ る.そ こで 、次 の よ うに解

説 して 回 答 した 。

◇ ご指嫡の現 象は、 目の前の部長に配慮 して社長 への配慮 を控 えめに表す ということで、「敬語 回

避」 と呼 ばれているものの一種 です。 しか し、 同 じ会社 の部 長 と社長の間 のこ とだ った ら、あ

まりいい例 ではあ りません。「敬 語回避」 は、大学の 自分の指導教授 に高校の担任教諭の話 をす

るときに、高校教諭 を非常に高 く待遇 して話す ことを避 ける とい うよ うな ときに、よ り明 白に

現れ ます。つ まリ、大学の先生に向 かって 「私の高校の担任 の先生 は、 たいへ ん聡 明 なお方 で

い らっ しゃって…」 というよ うな話 し方 はせず 、少 な くとも 「…聡 明な方 で…」 くらい で抑 え

るだろ うとい うことです。このよ うな知識は待 遇表現の使用上必要 です か ら、上級 な らクラス

で教えたほ うがいいで しょう。

2番 目 と3番L.1の 質 問 は、 同 一 の 大 学 教 師 か ら出 た。 若 い 教 師 だ っ た の で 、 実 際 に ど う

す れ ば よ い か迷 った 経 験 が あ るの か も しれ な い。 それ ぞ れ へ の 回 答 を以 下 に示 す 。

◇ 先行研 究の引用 は、「川ロ(1999)」 の よ うな形 式で行 うのが一般的 です。 これ だと、引用 した

論文 の著者 である先生が目の前 にいて も、名前 をそのまま呼び捨 てにするこ とが できます。こ

の ような扱い方 を、「脱待遇」 と呼 びます。客観的 な議論 を人間関係の表明 に優先 させる とい う

わけです。

◇ 大学 は、企業 と違 い、独立 した専 門家の集団 ですか ら、敬称抜 きで呼 び捨 てにす ることは難 し

い です。 しか し、こ ちら側の人物 として 「先生」 で呼 ぷのが揮 られ ること(公 開講座 での講師
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紹介等)も あ ります。私の周囲では、「教 育学部 の～教授/助 教授/助 手」のよ うに職位 名でよ

、三{ことで、「先生1呼 び を避 けてい ます・事務方 の場 合に も 「教務部の ～事務長/主 任/職 員」

と職階名 を使 います。

人物でないもの、特にペットの動物などについてどのように表現すれば、その所有者に

対 しての配慮を示せるかなどは、日本語母語話者でも迷うことがある、その場合、問題を

「狭義の敬語」の使い方に楼小化 して しまわないほうがよい。

◇ 「目上の人 に属 す るもの」 の待遇の仕方 を、いわ ゆる尊敬語 だけでやろ うとするの は、問違 い

です。社 長のペ ッ トの犬 だったら、「社長の ところのワ ンち ゃん」 と言 うだけでず っと配慮 があ

る言い方 にな ります,も し犬の名前 を知 っていれば、「社長 のお宅の リリーちゃん」の ように言

えばいいで しょう。ただ し、雄の大型犬だ とチ ャンは使いに くく、「社 長のお宅の ジ ョンが病気

です」 くらいで十分で しょ う。 どち らも、社長に向 かって話 す ときも、社長 について話す とき

も使 えます。

中 国 語 との 対 照 や 方 言 の敬 語 につ い て の コ メ ン トもあ っ た。 続 け て、 そ れ ぞ れ に対 す る

回 答 と と も に紹 介 す る。

中 卜1、轟の 「喫飯 了,没 有?」 の よ うな 表現 を 日木 綴 で ど う言 うか と聞 か れて 困 った こ とが あ る。

「こん に ちは」 て は 、感 じが 出 な い(高 ・高)■ 大阪 に住 んで い た と きに一 ハ ル敬 語 の使 い 方 に悩 ん

た 〔北 一中/楠)

◇ 適 当な表現 が なければ何 も言 えないの で、だまっている しか ありませ ん。中国語 で 「いただ き

ます」 や 「ご ちそ うさま」 を言いた 〈て も同 じ表現 がない("喫 飽 了1"は 「ごちそ うさま」 と

同 じで はありません〉ので、何 も言 えないの と同 じです。 また、何 か表現 を見つ けて言 った と

しても しかるべ き応答 〔「お そまつ さまで した」など)が 帰 ってきませ ん。学 生 さんに は、前述

の 「いただ きます」「ごちそうさま」の例 な どを使 って、ことはがないときは無理に何 か言お う

とするな と しか指導できません。

◇ 大 阪弁の～ハ ル を使った尊敬語 は、共 通語の尊 敬語 よりも敬度 の幅 が広 く、親 しげな敬 意か ら

高 度な敬意 までカバーできます。 身内に使 うこ ともある(自 分 の夫 について 「うちの ヒ ト、そ

っち行 ってはる?」 と言 うな ど)の も、共通語 と違 うところです。とにか く、大 阪方言 と東京

方 言べ 一スの 共通語は別の言語 ですので、使 い方 に悩んで いないで、外 国語 だ と思 って学習 し

たほ うが よか ったですね。

最後に、母語話者の敬語習得に閏わる質問とそれに対する回答を紹介する。

私、は 、 会社 勤 務 のlllで ウチ ・ソ トの別 を含 む人 問 閏係 と敬 、11iの閃 連 を学 んで い った 。H木,ill教 師

は 、敬 語 を教 えるた めにサ ラリーマ ン経験 が あ った ほ うが いい のか(高 ・高)

◇ サラ リーマ ン勤務中の敬語習得 は、大体 がご経験 のよ うな もの です。 しか し、 日本語教師 と し
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ては、サラ リーマ ン経 験の有 無 は別 と して、現象 と しての敬語 の実態 を観察 し、収集 し、かつ

分析 する力量 が問 われます。い ろい ろな職種 ・世代 の人た ちか らデー タを取 れるよ うに気 をっ

けているべ きですね。

以上、目本語母語話考でも、待遇表現のさまざまな側面で人に聞かなければならないと

ころがあるのが分かる。社会各層での待遇表現の実態 を常に把握 し、「狭義の敬語」に捉

われずそれを分析できる枠組みを持つということは、第一言語 といえども自然習得だけで

できることではない。教師養成や再研修における待遇表現への意識化の必要性が感じられ

る。

2.台 湾人学習者の日本語待遇表現使用 ・意識に関する話題

台 湾 人 学 習者 の待 遇 表 現 の 誤 用 や 誤 った あ る い は偏 っ た 知 識 につ い て コ メ ン トした もの

を以 下 に紹 介 す る。 これ らの記 述 に は、 「そ こで どの よ う に 教 えた ら」 とい う教 師側 の 意

識 が 感 じ られ る の で 、 そ の ま ま 「3.待 遇 表 現 指 導 上 の 問 題 に 関 す る話 題 」 へ も分類 され

るか も しれ な い 。本 稿 の 筆者 の 回 答 も、 教 え 方 に言 及 して い る と こ ろが あ る。 ど ち らにせ

よ、 ネ イテ ィ ブ教 師 に とって は気 に な る と ころ で は あ る 。

「事前課題」のデータには、まず 「学習者が敬語を使わない/使 えない」 という、次の

ような内容の記述がある。二人の異なる教師の記述であるが、どちらも飲食に関する基本

的な敬語についての問題である。

教 師 に食べ 物 や飲 み物 を勧 め る と き に 「光生 、 食べ ます か/飲 み ます か1「 先 生、 欲 しいで す か」

など と言 い 、召 シ.ヒガ ルや オ飲 ミニ ナル な ど を使 わな い(高 ・高)/初 対面 の 日本 人 に 食べ 物 を勒

め る と きも、「これ、 食べ ます か 」 ど「}うばか りで、 「召 し.Lが1}ま す か」 が 出 て こない 〔高 ・高 〉

こ れ らの記 述 は 、教 師 の 問 題 意 識 が 「あ れ か こ れ か」 とい う語 彙 ・語 句 の レベ ル に留 ま

っ て いて 、 問 題 の本 質が 見え て い な い こ とを 表 わ して い る 。 した が って 、 こ の よ うな問 題

に対 す る コ メ ン トは 、 そ れぞ れ 次 の よ うに 談話 レベ ル の 問題 を意 識 化 させ る もの とな る。

◇ 「先生、食べ ますか/飲 み ますか」 のほ うは 、それほど問題 ではあ りませんが、「先生 、欲 しい

ですか」の ほうは大 きな問題 です。 こち らを、注意深 く訂正 す る必 要があ ります。 とい うのは、

日本語 では目上の人に、「欲求 」の よ うな個人的感情に関 する質問 を直接するの は配慮 を欠 くこ

とだ と考 え られることが多 いか らです。 しか し、「直接 に欲求 を聞 くか聞 かない か」 とい うのは

文化の問題 で、「欲求 を直接聞かない」 とい うことは、も しか した ら台湾人に は理解 に少 し時間

がかかるこ とか も しれません。一方 、尊敬語 ・謙譲語 などは、 クラス担任の よ うにいつ も顔 を

あわせてい る教師に対 して一対一 の個 人的な会話 で使 う必 要はそ れほどな く、む しろ大勢の人

を前に したフォーマル な状況 で使 えるよ うに なることが必要 です。(以 下、省略)

◇ 「これ、食 べますか」 の問題 は、「食べ ます か」か 「召 し上 が ります か」 かの問題 ではなく、何

か食べ させ ようと しているの になぜそれ を与 えるの か説明 しない こと、および 「食ベル」 とい
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う動物 的な概念 をそのま ま使 うことにあ ります。初対面 の人 に対 してな ら、「あの、 ちょっと、

失 礼 します。 これ、このあ たりの名物 で～ とい うお菓子 なん ですが、 とて もお い しいんです。

一 ついかが です か」 とい うよ うに勧 めれは 「食ベル」 をど う言 うかは問題 でな くなります・ こ

のよ うな工夫 をす ることこそが待遇表現 を学 ぶ ということなのです。敬語 ばかりの待遇表現指

導か ら脱却 するように心 がけて ください。

次 に 、 「こ う い う 問違 い をす る の だ が ど う考 え た ら/指 導 ・説 明 した ら いい か1と い う

問 題 に つ い て の記 述 が見 られ る。 まず 、 表 現 の 使 い 分 け に 関す る次 の よ うな 記 述 で あ る 。

「宿 題 の提 出 を明 日 に延 ば す」 とい うおl/lllいの文 を作 らせ る と 「先 生 、宿 題 をあ した 出 して もい い

です か」 と曇 いて くる学生 が 多い が、 「先 生 、宿題 を明 日まで待 っ て いた だけ ないで し ょか」 とい う、

よ り丁 寧 な発 想 の 表現1よ雅 しい のだ ろ うか(高 ・高)/「 あ した山 して もい い です か」 と「i'うべ き

と ころ を 「あ した 宿題 を 出 して いた だ け ませ ん か」 と言 う学 生 が 、 何 人か い るの だ が 〔高 ・高)/

「先生 は これ 食べ ます か」 とか 「先生 、教 えて あ げ ます」 の よ うな 表 覗が 出 て こ ない よ うに した い

〔高 ・高)

最初の記述からは、談話 レベルの待遇表現に対する意識の欠如が見られる。これに対す

る回答も、 したがって、談話 レベルの表現展開について言及することになる。

◇ ご指摘の 「無理 なお願 い」 を丁 寧にす るための発想 は、「出 して もいい ですか」 を使 わ ない で、

「待 っていただ けないで しょか」 を使 えとい うだ けで は解 決 されない でしょう。とい うの は・そ

もそも 「前置 き」「事情説明」 をせずに 、いきな り依頼 して くる ところが問題 なのです。 このよ

うな相手に負担 を強いる依頼 には、よ り丁寧度の高い語形 を示 すだ けではな く、「無理 なお願 い」

の ための適切 な談 話構成 を示 して教 える と効果的 です。次 の ような会 話モテル を示 しなが ら、

無 理な こと を頼 むときには相手の反応 を見 なが ら、一つ ずつの手順 を踏ん で依頼 してい くこ と

を教えるとよい と思います.(「 会話モデル」1暫省略)な お、談 話の構成 が しっかり していれば、

「出 して もいい ですか1で 依頼 してもだい じょうぶです、ただ し、「出 してもよろ しいで しょう

か」 とい う形式 を使 わせ ま しょう。 このような 「許可求 め」の表現 にするほうが 「依頼」 の表

現 にす るより丁寧に なります㌔

2番 目 ・3番 目の記 述 につ い て は 、 ど ち らも、 表 現 が 基 本 的 に意 味 す る とこ ろ を と らえ

て い な い と、理 解 で きない し指 導 もで きな い とこ ろか ら、次 の よ う に回答 した 。

◇ 「あ した 宿 題 を出 して い た だ け ま せ ん か」 は 誤 り で す が 、 こ こ で 「出 させ て い た だ け ま せ ん

か/な い で し ょ うか 」 を教 え て も う ま くい か ない と思 い ま す の で 、 「出 して も よ ろ しいで し ょ う

か 」 の ほ う を教 え ます。 「～て い た だ け ませ ん か」 は 「依 頼 」、 「～ て も よ ろ しい で しょ う か」 は

「許 可 求 め 」 で あ るこ と 、 つ ま り 「依 頼 」 は[行 動:相 手]、 「許 可 求 め 」 は[行 動:自 分]で あ

る こ と を理 解 させ れ ば 、お願 い す る こ との 内 容(「 宿 題 の提 出」 をす るの は だ れ か〉 か ら考 え て 、

混 同 は起 こ らな く な りま す。

◇ お挙 げ に な っ た例 は、誤 りの深 刻 さが異 な り ます 。 「先生 は こ れ 食 べ ます か」 の ほ うは 、 ク ラ ス
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担任の よ うな親 しい教師相手 な らそれほ ど問題があ りませんが、「教 えてあ げます」 は 「不当 な

恩恵感」 が出るので、非常に問題 です。「～あげる」はただ物 が移動するだ けではな く、移動元

が移 動先に恩恵 をあたえる とい うこと を明言 して しま うことになる とい うこ とをしっかりと教

えなければな りませ ん。つ まり、「私が先生に～てあげ る」 と先生に向か って言 うの は、「先生 、

アナ タは～す る力 がないけど、私 はあるんです。だ か ら、～ てあげる から、あ りが たいと思 っ

て感謝 しなさい」 とい うこ とになります。このよ うに説明 すれば、欧米人 に もこの表現が 目上

向 きでないことがす ぐに分か ります。

次 に 、 テ レ ビ ドラマ な どを 通 じて生 の 日本 語 が入 っ て きやす い 台 湾 な らで は の 文 化背 景

も うかが え る 、ス ピー チ ・ス タ イル の 問 題 に つ い て の 記 述 ・・を紹介 す る 。は じめ の 二 つ は 、

同一 の教 師 か らの もので あ る 。

日木の テ レ ビ ドラ マで は 、 ダ体 で話 す こ との ほ うが 多 い か ら、 丁寧 なデ ス マ ス体 だけ を勉 強 して

い る と 日本 で 会 話が で きな くな る の で は な い か と心 配 す る学 生 を ど うや っ て説 碍 す れ ば い い か

1中 ・補)/毎 年 、 目、ヒの人 と覗 し く、舌す た めに 「ll乙通体 」 を勉 強 した い と'言い1[liす学 生が 出 る σ)が、

特"IJに 「普 通体 」練 習 の時 間 を作 るべ き か 〔巾 ・補)/「1木 に い た と き子 供 に 「こ こで遊 ん で1まい

け ませ ん。 あぷ ないで す か ら」 とデ スマ ス体 で 話 しか けて 、 「変な 日木1耐 と笑 わ れ た こ とが ある と

い う学 生 が 、丁 寧 す ぎて子 供 に 笑 われ な い よ うに 、 ダ体 の 会話 も教 えた ほ うが い い の で は な いか と

ゴ毎長『柔る 〔ゴヒ・中〆掃1)

これらの問題は、待遇表現教育の根幹に関わる大 きな問題なので、友人や家族に向かっ

てのスピーチ ・スタイルを 「普通体」「常体」などと名づけることの不都合、ダ体指導の

問題点なども含めて、それぞれ次のように解説 して回答 とした。

◇ 日本の テ レビ ドラマでダ体 が多いのは、恋人同士 や家庭 内の話が多い せいです。すべ ての場面

で ダ体 が一貫 しているわけではないの で、一度 デスマ ス体 も使 われてい る ドラマ をとって きて、

どこでスピーチ ・スタイルが変わってい るか クラスで見てみ るといい で しょう。最近 、留学生

を連 れτ見学 に行 った東京 都のある小学校 では、交流会の司会役 をした小学校6年 生 の女の子

が尊敬語 ・謙譲語 ・丁 重語 を使 ったデスマス文体 であいさつ を して くれま した。 ダ体 が 「普通」

だ と思 ってい る学生 さんに は、「大学生の くせに日本の小学生 ができることもで きないのは恥 ず

か しくないか」 と言 って ください。

⇔ 「普通体 」 とい う呼び方自体 が実は不適切です。 日本語 の待遇表現 で 「普通」 なの は、尊敬語

や謙譲語 を使 わないデスマス体 です。 いわゆる 「普通体」、すなわちダ体の話 し方 はタメロであ

り、ぞん ざいな話 しかたです。 タメロ で話 して 「ポラ イ ト」に なるの は、親 しい友人 同士 であ

って、いかに親 しくとも教 師 と学生 の間 でタメロで話すのは不 自然 です。(中 略)そ のかわり、

デ スマス体で も親 しみ を表 せる方法 を教 える といいで しょう。それは、縮約形 を多用 することU・

です。例 えば 「先生、陳さんが宿題 を忘 れて しまったので、今 日は休 む と言 っていま した」 と

い うの を 「先生、陳 さん、宿題忘 れ ちゃったか ら、今 日休 む って言 ってま した」 というように

言 うことです・「の で」が 「か ら」 に替 わっていることとか格助詞 が落 ちている ことな どにも気

をつけて くだ さい。 これで、 さらに、男性の学生 には 「…休 むって言 ってたんす けど」の よ う
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な、「～ ッス体」 とでも言 うべき文体 を教 えれは'、「テ スマスの ままで親 しげに話す」方法が完

成 します。 日本語 のスピー チ ・スタイルは、デスマ ス体 とダ体の二分法 のみで ない ことを学生

さんたちに理解 させて くだ さい。

◇ 日本 に言 った ときに笑 われるか らと言 って、子 供向 きの ダ体表現 を教 えな くて はい けないか と

い うと、そ うとは思 いませ ん。 とい うのは、だいたい ダ体会話 自体が非常 に難 しい もの だか ら

です。 「ち ゃんと したダ体」 を話すために は、文末か らデス ・マスはずす だけでは済 まず、格助

詞 の省略の原理 、終助詞のネ とヨの使 い分 け、音の縮約 ・融合な どい ろいろ複雑 な ことを習得

する必要 があ り、時 間が かかります。それよ り、「大 人に笑 われない」 しっかり した敬語表現 を

身 につける ほ うが先 ではない で しょうか。大事なの は、子 供向 きの話 し方 がで きるか どうかで

はなく、「子供 のス ピーチ ・ス タイルは大人 と違 う」 とい うことを知識 と してきちん と知 らせる

こ と、子 供に話 しかけるときは目分 が外 国人である とちゃん と言 うことです。私 は、韓国で暮

らしていた ときに 、子供 と話す ときは必 ず 「お じちゃん は外国人ですか ら、話 し方 は変です け

れ ど許 して くださいね」 と言 ってか ら話 し出 し(韓 国語で、子供に向か って丁寧体 で話すこ と

の奇妙 さは 日本語の比 ではあ りませ ん)、 「…は、子 供の ことばでなん と言 いますか」 と一 つ一

つ聞 いて覚 えていきま した。この方 法だ と子供 はま じめに一つ一つ教 えて くれます。 ところで、

子供 に注 意 したその 人は、「～ てはい けません」 とい う言 い方 が変だったの か(「～ ち ゃだめで

すよ」 ならまだま し)、ア クセン トがおか しかったの か、そもそも注意する ことが うるさかった

の か分 か りません。私 は、ア クセ ン トじゃないか と思い ます・台湾 では、残念 なことにアクセ

ン トや発 音の教育 はほとん ど無視 されていますか らね。中 国語なま りの強 い日本語 で 「しては

い けません」な どと言われた ら、大人 でも笑 いた くな ります。子 どもは我慢 しない だけの こ と

です.

以 上 が 「2、台 湾 ノ㌧学 習 者 の 日本語 待 遇 表 現 使 用 ・意 識 に関 す る話 題 」 で あ っ た。 問 題

意 識 が 談 話 レベ ル に届 い て い ない こ と、 お よぴ ス ピー チ ・ス タ イ ル に関 す る知 識 が不 足 し

て い る た め に学生 の 疑 問 ・要 望 に う ま く対 応 で きて い な い こ とが 見 え て い る。 この よ うな

問 題 の 解 決 に も、 日本 語教 師 の養 成 や 再研 修 の あ る段 階 での 集 中 した 「待 遇 表 現 意 識 化 」

の 訓 練 が 必 要 にな って くる もの と、思 われ る。

3.待 遇表現指導上の問題に関する話題

最後に 「待遇表現指導」についての記述を分析する。前2章 で日本人教師の待遇表現に

ついての知識や意識化がさまざまな面で不十分 ・不徹底であることがうかがえた。このこ

とは、当然指導法の選択 ・開発などにも影響を与えるものと推察 される。事実、「事前課

題」の記述は、この推察が的外れでないことを示している。以下、具体的に検討する。

まず 、 敬 語 とい う複 雑 な表 現 体 系 の ど こ まで を分 か らせ れ ば よい の か 、 とい う疑 問 が い

ろ い ろ な 形 で 複 数 出 て きて い る。 そ れ ぞ れ に対 す る 回答 を、 続 け て 引 川 す る 。

「相 手や場LfIlに応 じて敬,轟を使 い分 け る」 とい うこ とを初級 の学 生 に 期筒 すべ きな の だろ うか 。鄭.

しす ぎ ない か(高 ・高)/待 遇 炎現 は、 同 じこ とを言 うに もい ろい ろ な 言い 方 が あ って 、教 える と



1動 め表現」にお ける 「店員勧め表現」σ)表現 ス トラテジーに閃する一.考察

きに選択に迷 う(高 ・補1/初 級の待遇表現教育で巾心に して必ず教 えなければいけないのは何だ

ろ う(北 ・中/補1/初 級では分煩σ)仕方 も含めて、なかなか敬語が定着 しない。 どうすればよいか

〔高 ・高)

◇ 初級では、「相手や場面 に応 じて敬語 を使い分 ける」程度まで学習 す ることを期待 すべ きではあ

りませ ん。 それよりも 「典型的 な場面」 や 「決 まった言 い方」 での敬語用法 を、少 しだけ、 し

か ししっかリ覚 えさせ るこ とが必 要 です。当方の ご紹介 した 「チ ャンピオ ンの スビーチ♪"・がで

きるよ うになれば、それで十分 です。 また、教室 を出る ときに 「さよ うなら」で はな くて 「失

礼 します」が使 えれば、それはたい したものです。「先生、 プ リン トくだ さい」 では なく 「いた

だけませんか」、「窓 を開けて もいいです か」 ではな く 「開 けてもよろ しい で しょうか」 と言 え

れば、立派 です。このような表現 は、教科書 の最 後の ほ うまで教 え られ ない ことではあ りませ

ん。可能 なところで どんどん導入 しましょう。

◇ 初級の待遇表現 指導 で大事 なことは、多様 な表現 を包括 的に教 えよ うとしたり、表現 間の違い

を説明 で きるよ うに させよ うと思 った り しないこ とです。 それよ りも、少数の典型 的な表現 を

きちん と覚 え させるこ とです。研修 会 でご紹介 した 「チ ャンピオ ンのス ピーチ」 はそのための

工夫 です。 あれな らテス トのたびに使 えますか ら、繰 り返 し同 じ表現 を言 ったり聞 いた りで き

て、記憶に残 ります。

◇ 普通 の会話 ではぜ ったいにデスマス体 を崩 さないこ とを中心 にす ればいい と思 います。これだ

って、動詞が活用 しない中国語の母語話者 にはそんなに簡単 なこ とではあ りません。(中 略)そ

れよ りも、万人に当然 な待遇表 現の規則 、すなわ ち 「大勢の 人の前 で は丁寧 に話 す」 を意識 さ

せ、 その練習 をした ほうがいい と思 い ます。「チ ャンピオ ンの スピーチ」 はその ための もの で

すD

◇ 定 着 していない もの は、再指導 する しかあ りません。初 級 で定着 す ると思 うべ きではない し、

定 着すべ きだ と思 うの も間違 ってい るので、当然中上級 での復習 と追加 の指導 が必 要 です。 そ

の ときは、私 がご覧 にいれた 「尊 敬語 」「謙譲語」「丁重語 」「丁 寧語」「美化語」(さ らに 「尊卑

語 」)の分類 に常に言及 して、新 しい敬 語表現が登場す るたびに整理 す るようになさった らよい

か と思い ます。 ただ、語句の分類 ばか りに気 を取 られていないで、談話 レベルの表 現指導 もな

さるよ うお勧 め します。

教科害やカリキュラムのどのあたりから待遇表現指導を始めたらよいかという、次のよ

うな質問も出た.待 遇表現を 「文型」のように考えていては指導方法が制隈されてしまう

ので、そのあたりの発想を変えるように促 して回答 した。

初 級 か ら敬 語 を教 え よう と した ら、 教 科 書 の どの あ た りの 文型 の 導 入 後 に始 め れ ば よ い の か

(ゴヒ・呼1/書潜)

◇ 待遇表現 を初級 か ら取 り上 げる ときに は、どこか教科書 の特定の課 か ら始め るとい うよ うに考

えない で、どこで もとにか く入 れ られ るところか らどんどん入れて しま う、 とい うことで進 め

て ください。「さよ うなら」 を教 えた ら、す ぐに 「失礼 します」 を教 え、学生 一人一 人 「先生 、

失礼 します」 と言 って帰 らせ るというあ たりか ら、「高 め」の待遇表現 は始 ま ります。研修会 で
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ご紹介 した 「チ ャンピオンの スピーチ」も 「こんにちは」「あ りがと うござい ます」が既習 な ら、

その段 階で始め られます。

待遇 表現 指 導 に 欠 か せ な い 「自然 な使 用 環 境 」 に関 す る記 述 に次 の よ う な もの が あ る 。

「チ ャ ン ピオ ンの ス ピーチ 」 や 「ビ ジ タ ー ・セ ッシ ョ ン」 の 有 効 性 に つ い て 回 答 で 説 明 し

た。

会話 の 中 で 自然 に敬 語 を身 につ け させ る には 、 どの よ うな指 導 をす れ ば よいか1高 ・高1/尊 敬

訂1や謙 諺〔一i吾を 自呉柔にf史う耳ひ尭を享文毎臼人∫でで乍る こ とカ`できる カ・(中 ・柑1〕/白 烈、な ノ《}見を追1乏 して コ

ミュ ニ カテ ィプな敦 え方 をす る と正礁 さが犠 牲 に なる と[司くが 〔高 ・高)

◇ 〔省略。次の回答参照)

◇ 台湾 において 、いや すべての 日本以外の国 で尊敬語 や謙譲語や丁重語 を自然 に使 える環境 とい

うの は、「人前でス ピーチ をす る」 ときです。研修会 でご紹介 した 「チ ャンピオンの スピーチ」

はその ことを意識 して考案 した ものです。 また、「ビジター ・セッション」 もそのよ うな環境で

す。 日本人 や流暢 な日本語 を話す台湾 人(ア メ リカ人 でもかまい ませ んが)を ケス トに迎 えて、

質疑応答 をす る ということが高 い待遇 表現 を使 う機 会 を作 ります。 さらに、「3分間 スピーチ」

などの コーナー を作 って、司会 も学 生に任 せて議論 させ るの も高い レベルの待遇表現 を使 う自

然 な文脈 です。

◇ 発 話の正確 さが コミュニケー ション重視の教育 と矛盾 せず、 む しろ表裏一体 であ るこ とは、研

修 会 で紹介 した 「チ ャンピオンのス ピー チ」の ビデオ を見て もお分か りで しょう。言語形式 の

学 習が重要 なテーマのあの よ うな活動 で は、誤用訂正 も 「直接 訂正」 をしてかまわ ないと思 い

ます。 そ うすれ ば、学習者に語句 レベ ルだ けでな く談話構成 に対 する意識化IXを促 す ことがで

きます。

中国語と日本語の言語としての相違の大 きさから、日本語の待遇表現を 「特殊で難 しい

もの」 とに認識 してしまうのは、非母語話者教師ぱか りではない。次のような疑問には、

待遇表現の普遍的な性格を指摘 して回答とした。

中国語 と日木語では、談話 レベ ルの待遇 表現に大 きな違 いがある、、例えば依頼す るときに日本語

は 「恐れ人 りますが」 と恐縮 し、中国語では相手の 名Ilr∫を直接呼んでから依頼に人る(高 ・禰

◇ 中 国語 と日本語 では談話 で使用 する表現 に違 いがあ るこ とはその とお りですが、共通点 も多 い

はずです。そ ちらを意識 させ ることも必要です。例 えば、「恐縮表明」であろうと 「直接の名前

呼 び∫ であ ろうと、依頼 の前 には相手の注意 を引 き、相 手の反応 を確認 して先 へ行 くのは普通

の ことです。特 に依頼の内容 が相手に とって負担であ るようなもの では、この 「注 意喚起 」 と

「相手の反応確認」 は必須の手順 です。このよ うなことの理解 は、待遇表現の ような普遍 性の強

い表現 の指導に はぜ ひとも必要 です。台湾在住 の強み を生 か して、中国語 と日本語 の待遇 表現

の共通性 を調査 なさってみてはいかがですか。

最後に、学習者の主体性や文化の相対性を重視する考え方から、待遇表現の指導が 「日
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本 文 化 の 強 要」 に な らな いか と恐 れ て い る 、次 の よ うな 議論 が あ る 。 と もに 同 一 の 教 師 か

らの 意 見 で あ る。

学生は個人によって学習二一ズが 異な り、人閏閏係 も異なるのだか ら、いっせい に阿 じ敬語を教

えるのは個人差無視の 「日本文化の強要」 にな らないか1北 ・中/補)/家 庭や職場 の環境によって

違 う待遇表現の実態を教えきれるものではないのでは。友人の地方出身者で、東京 に暮 らしていて

「関束弁を押 し付け られた」 と憤 ってい る者がいたが、待遇表現指導 も 「日本語の押 し付け」 になる

かも しれない(1ヒ ・中/補1

日本人母語話者の教師が自己を 「日本文化 ・言語のモデル」 と考えて 「日本人はこうし

ます/日 本語ではこう言います」と言い切ってしまうことの危 うさ・は自覚すべ きである

と思われるが、それが待遇表現教育の軽視や放棄につながらないようにバランスのある考

え方をするべ きであろう。詳細に議論すべき問題であるが、紙面で手短にコメン トすると、

次のようになる。

◇ 学 習者の 二一 ズに合 わせた待遇表現教 育 をしよ うとすると、学生の接触場 面の個 人 カルテ を作

らな ければなりませんが、 それは現実 的ではあ りません。そこ で、 ある程 度だれで も遭遇 しそ

うな場面で最低 限必要 な基本 的な表現 を教えてお く、 というの が妥協可能 な方法 かと思 います。

「チ ャンピオンのス ピーチ」はそのための ものです。大勢の人の前 で特定の役割 を負って話 すと

き(式 典の司会 ・結婚披露宴 での祝辞 ・就任 や退任の あい さつ など〉 に丁 寧にな るの は普遍的

な言語現 象で、英語 でさえ 「式 典の司会」 のあい さつや進行の こ とばはたいへ んに丁寧 です。

あい さっ型の スピーチのほかに、司会 も学生 任せに して、内容の 自由 な講 演型 の 「ショー ト・

ス ピー チ」 をさせ るの もいい と思 います。こ うい う活動 な ら、「日本文化の強要 」に はな らず、

待遇表現 を使用 する環境 を与 え られます。

◇ 最近 、留学生 を連 れて東京都下の小学校 へ見 学に行 きま した。特に学 力レベル が高い わけでも

ない、普通の地区 の学校 です 。それで も、交流会の 司会 をして くれた6年 生の女 の子 は、尊敬

語 ・謙譲語 ・丁重語の入 ったスピーチで歓迎 のあい さつ を して くれ ま した。つ まり、現代の小

学生 で も人の前で きちんとしたあい さつ をしようと思 ったら、「みんなで楽 しみに してお りま し

た」 くらいの敬語([敬 語形 でない動詞十デ スマス]をDレ ベル と した ときの十1レ ベル程度)

は使 えるのです。社会人は もちろんの こ と、高校生 でもこの程度 の敬語 は使 えない と小学生以

下 とい うことにな ります。つ まり、基 本的な敬語表 現 は、「人前 できちん とあい さつがで き、司

会 の進 行ができる」程度で十 分か と思います。ただ、「家庭 や職場の環境 によって(世 代によっ

て も)違 う」待遇表現のバラエテ ィを知る努力 を、 日本語母語話者教師 は続 けるべ きで しょう。

なお、「日本語 を押 し付 けられた」 と思 われないために は、い ま教 えてい る日本語 が 「共通 日本

語」 とい う名 の一種の方言(お 友だ ちの言 う 「関東弁」の実体)で あり、「日本語」の 実態 はも

っ とバ ラエテ ィに富 んでいて 、教室 で教 えきれる もの ではない とい うこと を、常に学生に断 っ

てお く必要 があります。

以上、侍遇表現指導上の問題に関する記述 を見てきたが、前2章 で紹介 した記述から予

測されたように、日本人教師の侍遇表現についての知識や意識化の不十分さ ・不徹底さが

観察された。 まず、待遇表現の体系 を把握 しきれていないことか ら、「敬語 をいつから、



ど こ ま で」 教 え るか につ い て明 確 な イ メー ジが 持 て ない こ とが あ げ られ る 。 そ の こ とは 、

また 、 どの よ う に して 自然 な学 習 環境 を作 る か とい う問 題 に解 答 を見 出 す こ と を も難 し く

して い る。 世 界 の 言 語 にお け る 待 遇 表 現 の 普 遍性 に気 づ か な け れ ば 、 日本 語 の 敬 語 は 非常

に特 殊 な もの に 思 え て しま う し、 そ の よ うな理 不 尽 に難 しい 言 語 規 則 を 「押 し付 け る」 の

をた め らっ て しま う とい う よ う に、 明 確 な 指導 理 念 を持 て な い ま ま、 なん とな く待 遇 表現

指 導 に 自信 を失 って しまうの で あ る 。 こ こで も、 日本 人教 師 が 待 遇 表 現 に 関 す る 包括 的 な

知 識 を得 る こ との 必 要性 が 示 唆 され て い る ・ 有効 な指 導 法 も、 教 授 法 一 般 につ い て の 見識

と と も に、 そ の よ うな 言語 学 的 知 識 を持 っ て は じめ て生 み 出 せ るの で は な い だ ろ うか 。

4.ま とめ と残 され た問 題

以上、台湾の研修会における 「事前課題」の日本人教師の記述から、日本語母語話者の

教師が海外における待遇表現指導において直面する問題点を析出 してみた。3章 にわたる

分析の結果をまとめてみると次のようになる。

まず、「1.日 本語の待遇表現に関する話題」では、日本語母語話者といえども、社会各

層での待遇表現の実態 を常に把握 しているわけでも、「狭義の敬語」に捉われずそれを分

析で きる枠組みを持っているわけで もないこと、したがって、「こんなときどう言 うか」

「この言い方 とあれ とはどう違うか」に即座に答えられないでいることが明らかになった。

続いて、「2.台 湾人学習者の日本語待遇表現使用 ・意識に関する話題」では、やはり、待

遇表現の体系に対する知識不足、特に談話 レベルの待遇表現やスピーチ ・スタイルに対す

る意識化の不徹底のために、学生の疑問 ・要望にうまく対応できていないことが見えてい

る。最後に 「3,待 遇表現指導上の問題に関する話題」では、1・2章 で見たこのような

知識不足や意識化の不十分さが、確固とした指導理念の形成を阻んでいることが見て取れ

た。

すなわち、日本人教師も、複雑な待遇表現の体系の知識については、自分の第一言語 と

いえども自然に身につくものではないこと、したが って、教師養成や再研修においては、

待遇表現の実態把握の努力、外国語との対照から見るその普遍性と特殊性への洞察、教授

法知識の待遇表現指導への応用試行など、集中した 「待遇表現意識化」の訓練が必要にな

って くるであろうことが結論付けられる。このような訓練をどのような教材 とカリキュラ

ムで行 うべ きか、それが日本語教育と待遇表現研究をともに専門に持つ、本稿の筆者のよ

うな研究者に課せられた課題であると認識 しなければならないだろう。

今回のデー タ分析は、台湾在住のわずか10名 の日本語母語話者教師について行われた

もので、量的には不十分である。 しか し、そうであろうとも、少な くともこの10名 の教

師にとっては、あるいは個別の問題はそのうちの一人にとっては、身に迫った問題なので

ある。 日本語母語話者の日本語教師が、自分の第一言語に関することのどこで悩んでいる

か、その具体的記述を機会あるごとに収集 していくよう心がけていきたい。
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マ ス 文 休 の 丁 重 な ス ピ ・一チ ・ス ダ イル が 使 え る よ う に な る。7週 目 くら いか ら 、 チ ャ ン ピ才 ンの

紹 介 とチ ャ ン ビ ンに 対 す る質 疑 応 答 を 司 る 司 会 役 を 登場 させ 、 テ ス トの 得点 が 高 く な くて も 、司

会 と して ク ラス の 前 で 丁寧 な ス ピー チ が で きる よ うに指 導 す る。 イく稿 の 筆 者 が 考 案 し、 少 しず つ

改 良 を加 え な が ら実 践 してい る もの で 、 初級 の学 習 者 同士 で も敬 語 表 現 を使 うこ と にな る 、 自然

な 文脈 を提 供 で きる 。

iXI亨 敬語 ・謙 譲 語 ・丁 重語 な ど個 々の 敬 語 の 正 確 な形 式 を学 習 者 に 注 意 させ る ほ か 、[あ い さつ一P

自己紹 介→ チ ャ ン ピオ ンに させ て も らっ た こ とに 対 す る お 札 → 今 後 の抱 負一 「よ ろ し く」一・P締め

く く りの お礼]と い う談議 構 成 で あ る こ とに も意 識 を向 け させ る 。

xIII己 の 文 化 を相 対 化 で きない 日本 人の 「「典 型 的 な 口木 人」 幻 想 」 に つ い て は 、細 川(19991pp,

203-210、 お よ び そ の111∫後の 議論 を参照 され た い 。


